
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいクラスのスタート 

 ４月８日（金）の始業式から早いものでもう１ヵ月が経ちました。学科ごとでそれぞ

れクラス替えがありましたが、新しい環境（クラス）になかなか適応出来ず、不安そう

な顔や元気がなさそうなクラスメイトは自分の周りにはいないでしょうか。 

人は生まれ育った環境も違うし、性格的に強い人弱い人、自

分を表現することが得意な人苦手な人、考え方だって人それぞ

れ違います。クラスの仲間として、みんながお互いの立場を理

解し、お互いを尊重しながら生活できなければ、いつまで経っ

てもクラスとしてまとまることは出来ません。他人を無視した

り、否定することは簡単ですが、良いクラスになっていくため

にはお互いの良さを見つけあい、対話の中から少しずつ人間関

係を作っていくことが大切です。それぞれのクラスでもう一度、

自分の周りに目配りと気配りをして、そんな人がいないか確かめて見てください。また、

人と接することが苦手な人も、勇気を持って行動しなければなりません。どんなことで

もそうですが、苦手なことから逃げていては、いつまで経っても状況は何も変わりませ

ん。少しずつみんなで努力して、新しいクラスのまとまりを作っていきましょう！！ 

 

高体連・高文連支部大会 

 ５月１０日（火）高体連・高文連支部大会の壮行会がグランドで行われました。それ

ぞれの部活動の部局長が決意を述べていました。とくに３年生は最後の大会となる人も

いるわけで、２年生として３年生のために精一杯力を出しきって勝利に貢献してもらい

たいし、個人競技も含めて全道・全国大会に１つでも多くの部局が進出できることを祈

っています。部局に加入していない人は、自分のクラスで大会に出場する人がいたら、

「頑張ってこい！」と一声かけてあげてください。また、東商業を代表して戦ってくる

全ての部局にはひとりひとりが声なき応援で、みんなの心の声援を送りましょう！！ 

前期中間考査に向けて 
 ６月７日（火）から前期中間考査が始めることを、どれくらいの人が意識して生活し

ていますか？Ａ組のことで申し訳ありませんが、４月に「もう一度１年生に戻れるなら」、

「２年生になっての抱負」というテーマでクラス全員に書いてもらいました。その中で

多くの人が、「学習面（成績）での向上」について１年生の

反省や２年生の抱負として書いていました。おそらく他の

クラスでも同じように考える生徒が多いのではないかと思

います。進学を考える人も、就職を考える人も、本校におけ

る進路実現のポイントは「学習成績（５段階平均評定）」と

「出欠席の日数」であり、とくに２年生において学習成績が

向上するか否かは、とてつもなく進路実現に大きなポイン

トとなることは言うまでもありません。 

 「わかっているけど、行動に移せない」、「３年生になれば何とかなる」等の言い訳や

甘えた考えは捨てた方がいいと思います。ましてや２年生の最初の定期考査からそんな

意気込みでは、成績向上なんて出来るわけがありません。少しでも良い学校、少しでも

良い企業、少しでも自分の希望にあった進路を実現するために、自分に負けない努力を

してください。今から中間考査に向けた学習計画をしっかり立て、毎日の授業も集中力

をワンランク高めて、自分自身を奮い立たせて頑張っていきましょう！！ 

 

５月・６月の主な行事予定 
 ５月１８日（水） スクールカウンセラー来校日 

   ２４日（火） 進路保護者説明会 

   ２５日（水） 学校祭大綱審議 

   ２７日（金） 第２回公務員模試 進路希望調査 

   ２９日（日） 第１回実用英語技能検定１次試験 

 ６月 １日（水） 第１回防災訓練 

    ５日（日） ハングル能力検定 

    ７日（火） 中前期間考査（１０日まで） 

   １０日（金） 全道壮行会 

   １１日（土） 高２看護模試 

   １２日（日） 日商簿記検定試験 

   １７日（金） 第３回公務員模試 

   １８日（土） 秘書検定 

   １９日（日） 全商ビジネス計算実務検定試験 

   ２３日（木） スクールカウンセラー来校日 

   ２６日（日） 全商簿記実務検定試験 中国語検定 

２学年通信 

真行草１ 
「しん・ぎょう・そう」…書道から発した日本の芸道で説かれる言葉 

   真：真書（楷書） 型を確実に身につける（１年生） 

   行：行書 身についた形に自分なりのアレンジを加える（２年生） 
   草：草書 真や行をもとに自分のオリジナルを創造する（３年生） 
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